　今月の樹「アカメガシワ」
　人里近くの山野や河岸を歩いていると、大抵
出くわす樹木でありながら、あまりにもありきたりの樹木であるためか、話題に揚がることも少ない樹種のひとつにアカメガシワがある。
＊アカメガシワ（赤芽柏）：トウダイグサ科アカメガシワ属、Mallotus japonica　。種名の由来は、新芽が紅色であり、食べ物を包んだりのせたりする「炊し葉（かしは）」の意である。サイモリバ（菜盛葉）、ゴサイバ（五菜葉）などの方言はかつて食物を盛った名残と思われる。他にもアカガシワ等、方言名を多く持つ樹木のひとつでもあろう。
本州の宮城県、秋田県以南（以西）、四国、九州、沖縄に分布する落葉広葉樹である。特に暖帯～亜熱帯の二次林に多く見られる。林縁、伐採地、山火事跡地、崩壊地などに生育し、成長はきわめて早い。特に土質を選ばない。
樹高は通常１０メートル、直径２０センチになる高木である。高齢個体の幹は虫害に犯されやすいため、あまり大きくならず、寿命が比較的短い。樹皮は縦に浅い割れ目があり、灰褐色。幼木は扇形、成木は上部で枝が分かれ、傘形の樹形をつくる。
葉は互生。葉身は長さ１０～２０cm、幅５～１５cmと大きい。葉脚基部に１対の腺体がある。倒卵形で先端は鋭く尖り、全縁で波状になる。時に３浅裂する。葉の基部から３主脈が分かれる。葉柄は長さ１０～２０cmであるが葉の大きさや葉柄の長さを変えて、葉が重ならないように配置している。葉の表面は深緑色、裏面は淡緑色、両面ともに毛がある。新葉は表面に紅色の星状毛が生え紅赤色にみえる。春から夏にかけ次々と新葉を展開する、所謂順次開葉方式で葉を増やしてゆく。晩秋には黄色に色付いて散る。
花期は６月。雌雄異株で雄花および雌花ともに花弁（花びら）がなく、小さいので目立たないが、どのような方法で昆虫を誘うのか興味がもたれる。開花する６月頃になると、雌花の３本の真紅の花柱（柱頭の下部）が、雄花が淡い緑色を帯びた多数の花糸（葯の下部）が目立つようになる。多数の花が密集して花序につくこ
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とや、雄花では花糸が、雌花では花柱が花弁に代わって昆虫をおびき寄せているのであろう。
果実は９～１０月に褐色に熟し、径約８mm。扁球形のさく果で、表面にはやわらかい刺状の突起が密生する。成熟すると自己開裂し、３個の種子が飛び出る。
アカメガシワは、伐採地や空き地などに最初に侵入、新しい葉を次々に展開させ、空間をいち早く占有する所謂パイオニア樹種として知られている。なぜ、パイオニア植物となり得るのであろうか？これには２つの理由が考えられている。その一つは、アカメガシワの種子は２０年以上、埋土種子として土壌の中で生き続けることが出来ることである。もう一つの理由はアカメガシワの種子が発芽するためには３５℃前後の温度が数時間必要とすることである。通常、木々の生い茂る林内の地表ではこのような高い温度になることはない。地表の温度が３５℃程度になるには、人工的な伐採や、倒木によるギャップの生成等で裸地にならないと不可能である。裸地化によって始めて発芽するわけである。
林縁の群落をマント群落というが、森林と裸地との境界なので、林縁では林内と林外で急激に異なった環境になるため特異な境界植生が形成される。アカメガシワも林内ではなく林縁のマトン群落内で良く見かけられるのもこのような生活様式を反映したものであろう。森林は林縁の形成によって林内の気温および湿度を一定に保つようにし、また野鳥の保護などにとっても非常に重要である。アカメガシワもその一翼を担っていると言えよう。
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